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○令和６年度（2024年度）第４回宗谷保健医療福祉圏域連携推進会議 

（地域医療構想調整会議） 議事録 

 

     ■日時 令和６年（２０２４年）９月 17日（火） １８時３０分から１９時３０分 

     ■場所 稚内保健所２階会議室 

     ■議事  

       １ 令和 6年度第３回宗谷保健医療福祉圏域連携推進会議の結果について 

       ２ 北海道医療計画宗谷地域推進方針（案）について 

       ３ 北海道健康増進計画すこやか北海道21を推進するための宗谷圏域健康 

づくり事業行動計画（案）について 

       ４ 猿払村国民健康保険病院の病床機能等の変更について 

 

【内容等】 

  ○議事１ 令和 6年度第３回宗谷保健医療福祉圏域連携推進会議の結果について 

     

（１）資料１ 「令和６年度第３回宗谷保健医療福祉圏域連携推進会議の結果等について」 

に基づき事務局から説明 

              令和６年８月 26 日に書面開催した第 3回宗谷保健医療福祉圏域連携推進会議 

    の結果、議題 1の「北海道医療計画宗谷地域推進方針（案）」、議題 2の「北海 

        道健康増進計画すこやか北海道 21 を推進するための宗谷圏域健康づくり事業        

行動計画（案）」が承認された。 

              

   （２）（第３回連携推進会議）議題１、２に対してそれぞれ以下のようなご意見をいただい

たことを事務局から報告 

ア 議題１に対しての意見 

第３回会議の中の、資料、23 項（4）の「がん医療連携体制」の数値目標等 

の表中の「目標値」及び「目標値の考え方」について、なぜ現状より増加なの  

     か。現状値は下がり傾向の中で、目標値を増加させて達成できるのか。何の施   

     策よって増加させるのかをはっきりとさせる必要がある。」 

     イ 議題２に対しての意見 

        13 及び 39 項の「歯・口腔」の事業に関し、「事業の推進と必要性について 

は理解します。しかし、地域においては、歯科医の確保に苦慮している中で、歯 

科医確保の施策についても取り組みを行っていただきたい。歯科医がいなければ、 

事業自体が展開できないことになる。」  

 

    （３）いただいた御意見に対して事務局から説明 

     ア 議題１に対しての意見に関する回答 

      ・目標値については、国の第四期がん対策推進基本計画において、一部のがん種 

    で目標値を達成できたことから、さらなる受診率の向上を目指し、50％から60％  

    に引き上げされた。このことから、当圏域においても、「北海道がん対策推進計 

    画」に準じ、目標値を 60％と定めた。 

    ・現状値は、二次医療圏域で把握できるデータが市町村で実施した健診データに 

    限られており、道が定めた目標値60％と比較すると、圏域の受診率は低くなって 

    いる。当圏域としては、現状値より少しでも、受診率を増加させることを目標と 

     しており、各市町村様には、引き続きがん検診の普及啓発や受診勧奨等の取組に 
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        ついて受診勧奨などの取り組みを推進していただくよう、ご協力をお願いしたい。 

    ・協会けんぽなどの受診率を含めると、もう少し高い受診率になることが想定さ     

れており、協会けんぽなどの関係機関とも連携を図りながら、がん検診の        

受診率向上に向けて取り組んでいく。 

    

     イ 議題２に対しての意見に関する回答 

      ・道本庁では、歯科医療従事者の高齢化や、後継者不足などによる、地域の歯科 

        保健医療の現状と変化に対応するため、関係者が協議し、北海道内における歯科 

        保健医療提供体制の構築を促進することを目的として、今年度から歯科保健医療 

        提供体制構築検討事業を立ち上げることとなっている。 

    ・今後、歯科医師の人材確保に関して、北海道歯科保健医療推進計画にもあると 

        おり、地域の実情を踏まえ、北海道歯科医師会や道本庁と連携・協力するととも 

    に、当会議の歯科保健医療専門部会においても、歯科医師等の人材確保について 

    は、改めて取り組んでいく。 

 

   （４） 質疑応答・意見等         （  有  ・  無  ） 

 

○ 議事２  北海道医療計画宗谷地域推進方針（案）について 

 

(1) 資料２－１ 北海道医療計画宗谷地域推進方針（案）（表紙・目次） 

   資料２－２ 北海道医療計画宗谷地域推進方針（案）（第１） 

      資料２－３ 北海道医療計画宗谷地域推進方針（案）（第２） 

   資料２－４ 北海道医療計画宗谷地域推進方針（案）（第３～５） 

   に基づき事務局から説明。 

 

  ア 全体について 

   ・現行の地域推進方針をもとに、地域の実情に応じ、修正することとなっており、 

    次期「宗谷地域推進（案）」についても、現行の地域推進方針の数値や現状等の 

  現時点での更新を行った。 

・現行の地域推進方針からの主な変更点は、北海道医療計画に合わせ、「医療提

供体制の推進」では、これまで５疾５事業及び在宅医療の医療提供体制の推進を

基本としてきたが、新たに「新興感染症発生・まん延時における医療体制」の事

業が加わり、５疾病６事業及び在宅医療の提供体制の推進を基本とすることとし

た。 

・「第 1 基本的事項」から、「第 4 医師など医療従事者の確保」までの数値等

について、各種統計調査等で確定した数値の更新を行った。 

・数値目標等の項目の設定について、現行の推進方針作成時に、国と道で実施し

ていた統計調査等の項目や公表方法の変更等により、２次医療圏ごとに算定でき

ない数値があるので、２次医療圏ごとに算定可能な、数値目標、目標数値等の項

目に変更しているところもある。 

・地域の現状や、国等の方針の改正等もあり、地域推進方針から、追加等の変更

部分が多い事業等について、各担当から補足説明を行う。 
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イ 精神疾患の医療連携体制について 

 ・これまでは、北海道医療計画に基づき、疾患や障がいごとに、項目立てをし  

 ていたが、次期「宗谷地域推進方針」（案）においては、精神科医療の状況、 

 精神障がい者にも対応した地域ケアシステムの構築、患者・家族支援の 3項目 

 で整理した。 

   ・目標値について、従来の推進方針では、退院率を指標としていたが、圏域ご 

   との数値の把握が困難なため、今回は道計画を参考に、圏域で把握可能な、慢 

   性期入院患者数（１年以上の長期入院患者数）を指標とし、現状よりも減少す 

   ることを目標値とした。 

 

   ウ 新興感染症発生・まん延時の医療体制について 

      ・道の計画に基づき、地域推進方針においても、「新興感染症発生・まん延時の    

医療体制」、を新たな項目として設定した。 

    ・現状及び課題について、国の基本方針、及び北海道医療計画に基づき、新型コ 

    ロナウイルス感染症の対応について記載した。 

    ・国として、次の新興感染症への備えとして、必要な医療機能を確保するために、 

    医療措置協定の推進を各都道府県に求めており、北海道でも、各医療機関と協定 

    の締結作業を行なっている。国から各都道府県に締結の目標値が示されている。 

      

     エ 在宅医療の提供体制について 

      ・国の指針に基づき道の医療計画においても、多職種が連携し、在宅医療の提供 

    体制が整えられるように、新たに、各圏域ごとに「在宅医療において積極的役割 

    を担う医療機関」、「在宅医療に必要な連携を担う拠点」この二つの整備を全圏 

    域において設置を目指している。 

    ・当圏域においても、医療・介護の人材や資源不足は聞かれているところである 

    が、在宅医療の提供、多職種による連携体制について引き続き検討を重ねながら、 

    体制整備に努めていきたい。 

    

   （２） 質疑応答・意見等         （  有  ・  無  ） 

 

   （３） 結果                      承認 

            

○ 議事３  北海道健康増進計画すこやか北海道 21 を推進するための宗谷圏域健康づくり

行動事業計画（案）について 

  

  （１）資料３「宗谷圏域健康づくり事業行動計画（案）」に基づき事務局から説明 

第３回会議にて「北海道健健康増進計画すこやか北海道 21 を推進するための宗 

谷圏域健康づくり事業行動計画（案）」について承認された。 

    事業行動計画（案）の基本的な進め方は、・圏域で行う健康づくり事業を推進す    

   る。・関係機関の役割分担を明確にする。・取り組み状況を整理し、関係者で情報    

共有をする。・市町村における取り組みを促進する。・取り組み状況を住民に具体 

的に提供することとしており、これらを踏まえながら、北海道の目指す姿の実現に 

向けて取り組んでいく。 
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    44 項目中 22 項目が、評価困難となっており、これまで、道に準じて目標値を設  

定していたが、圏域のデータが公表されなくなったことから、本計画（案）では、

二次医療圏で公表されているデータを活用するよう見直しを図った。 

    

 （２） 質疑応答・意見等         （  有  ・  無  ） 

 

  (３) 結果                      承認 

 

○議事４ 猿払村国民健康保険病院の病床機能等の変更について 

 

  （１）資料４ 「病床機能等の変更について」に基づき事務局から経緯を説明 

 本推進会議の開催にあたり、猿払村国民健康保険病院様から、病床機能等の変更につい

ての協議依頼があった。 

 病床機能に係る変更のほか、介護医療院の新規開設を含むものとなっており、当部社会

福祉課で事務局を所管する、宗谷高齢者保健福祉圏域連絡協議会においても、圏域の協議

が必要となっている。 

 圏域連絡協議会での協議に先立ち、本推進会議を開催することとしたので、本推進会議

でいただいたご意見等については、圏域連絡協議会事務局と共有したいと考えているので、

了承いただきたい。 

 

（２）資料４ 「病床機能等の変更について」に基づき猿払村国民健康保険病院 山田事務長 

  から説明 

 

 病院のあり方について、数年、院内で検討しており、その結果、入院患者の病床利用

率が 50％にも満たないことから、来年の４月１日より有床診療所に機能転換をするこ

ととした。このために、病床数は、現在の 24床から５床削減して 19床とする。さらに

開設当初から休床扱いとなっている療養型病床４床について、廃止とする。  

 また、介護認定を受け、寝たきりや重度の介護が必要で、医療的ケアも必要な方に

関しては、４床の併設型小規模介護医療院を開設して、村全体での医療介護の連携を

図りたい。これについても、来年の 4月 1日からの開設を予定している。 

 結果、有床診療所の 19 床、それと介護医療院の４床の計 23 床となる予定である。 

  

 （３） 質疑応答・意見等         （  有  ・  無  ） 

 

  （４） 結果                      合意 

 

  

  

 

 

 

 

 


